
今回は、生活環境 が大

き くi多基化 七芳る 15--2幼 義

Q鐘学就職期 )、 25-34

歳 (Uタ ー ン期 )、 35-

44歳 (生活安定期 )の 3

つの世代 を取 り出 して、

東中南予 の人 口増減 の特

徴を紹介 します。

増威率 は表 の通 りです

が、 そ の特 徴 は ① 東 予

と南予で は、大学進学等

であ、るさ とを離れた人た

ちが Uタ ー ン期 に一部戻

り、再び生活安定期 に流

中
予
と
東
南
予
で
違
い
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0数 値は26o5年の3世代人口と2000年時点のその5歳年下
の3世代人口の比較。()は2000年と1995年の間の増減率。

0進 学就職翔増滅率は「((2005年15-24歳の人口)■
(2000年10-19歳の人□)-1)】X100」

出 して いる ② 中予で は、

生 活 安 定 期 で 増 加 ① 全

体的に増減幅がマイナス

の方 向に拡大 して いる一

の 3点 が挙 げ られ ます。

特 に南予で は U タ ー ン世

代 の増加幅が 5ジて低下、

中予で は進学就職世代が

マ イ ナ ス に転 じて い ま

銃。

この数イ直か ら、 中 予で

は若 い世代 向 けの求心力

向上、東予 および南予で

は、戻 って きた人たちが

再度流 出 しな いよ うな生

活基盤 の充実が求 め られ

る と言えます。

(日本政策投資銀行松 山

事務所長 ・門松  功 )
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